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体温の調節は動物の生命維持に必須であり、その制御は脳の神経回路が

担う。私達は、皮膚で感知した環境温度情報を脳の体温調節中枢（視索

前野）へ伝達し、体温調節指令を視索前野から末梢効果器へ伝達する神

経回路を解明した。この体温調節の回路は感染性発熱や心理ストレス性

体温上昇にも機能する。また、飢餓時に代謝を低下させる生存本能にも

機能することを解明した。本 lecture では、私達が解明した体温調節の

中枢神経回路を紹介し、この神経回路が環境ストレスを生き抜くために

も機能するメカニズムを解説する。 
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日時 2018 年 3 月 9 日（金） 午後 5 時から午後 6 時半 

Date March 9, 2018 (Fri), 17:00 – 18:30 
場所 鶴友会館 2 階 大会議室 

Venue Main Conference Room, 2nd Floor of Kakuyu Kaikan 
言語 発表：日本語 パワーポイント：英語 

Language Talk：Japanese, PowerPoint：English 
主催 プレミアムレクチャー実行委員会 
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 ★講演終了後、１階レストランにて情報交換会（無料）開催！！ 


